
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の
接
種
予
約
シ
ス
テ
ム
で
は
、

１
回
目
の
接
種
が
終
わ
っ
た
次

の
日
の
０
時
以
後
に
な
ら
な
い

と
、
２
回
目
の
予
約
が
で
き
ま

せ
ん
。
ス
マ
ホ
で
２
回
目
の
予

約
を
申
し
込
む
と
き
に
は
、
あ

ま
り
間
が
空
き
す
ぎ
な
い
よ
う

に
、
ス
マ
ホ
を
操
作
し
た
日
か

ら
３
週
間
後
の
日
と
そ
の
次
の

日
の
２
日
分
だ
け
が
、
限
定
的

に
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

市
は
「
１
回
接
種
し
た
人
が

全
員
２
回
目
の
接
種
が
で
き
る

よ
う
に
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
し
て

い
る
の
で
、
確
実
に
予
約
し
て

ほ
し
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

県
と
の
２
重
予
約 

確
認
作
業
は
で
き
て
い
な
い 

 

埼
玉
県
は
、
独
自
の
大
規
模

接
種
会
場
を
設
置
し
ま
し
た
。

 

６
月
３
日
か
ら
、
６
５
歳
以

上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
「
５
月
の
７

５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
予
約
開

始
時
に
比
べ
れ
ば
、
電
話
は
つ

な
が
り
や
す
い
は
ず
」
と
、
市

は
言
い
ま
す
。
広
報
こ
し
が
や

６
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
ス
マ

ホ
で
の
予
約
方
法
」
を
見
て
、

自
力
で
ネ
ッ
ト
予
約
で
き
た
人

が
一
定
数
い
る
こ
と
が
、
電
話

の
混
雑
緩
和
に
つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、
パ
ス

ワ
ー
ド
設
定
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
て
い
ま
す
。 

２
回
目
の
接
種
予
約 

表
示
さ
れ
る
日
に
ち
は
限
定
的 

 

越
谷
市
で
接
種
し
て
い
る
ワ

ク
チ
ン
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製

で
す
。
３
週
間
あ
け
て
、
２
回

の
接
種
が
必
要
で
す
。
越
谷
市
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越
谷
市
民
も
、
あ
る
程
度
の
人

数
が
予
約
を
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
県
か
ら
市
に
は
１
週
間
に

１
度
、
予
約
者
の
リ
ス
ト
が
届

き
ま
す
。
し
か
し
市
は
、
「
２

重
で
も
勝
手
に
取
り
消
し
は
で

き
な
い
」
「
本
人
へ
の
確
認
が

必
要
だ
が
連
絡
を
取
り
切
る
こ

と
は
不
可
能
」
と
し
て
、
市
で

予
約
し
て
い
る
人
と
の
２
重
予

約
の
確
認
作
業
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
２
重
予
約
を
し
な
い
よ
う

に
、
ま
た
２
重
予
約
を
し
て
し

ま
っ
た
場
合
に
は
で
き
る
だ
け

早
く
ど
ち
ら
か
を
取
り
消
す
よ

う
に
、
周
知
を
徹
底
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
無
理
な
く

速
や
か
に
す
す
め
る
こ
と
は
必

要
で
す
が
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
に
は
、
検
査
の
拡
大
や
事

業
所
へ
の
休
業
補
償
、
医
療
機

関
へ
の
減
収
補
填
な
ど
、
複
合

的
な
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。 
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入
り
（
蒲
生
小
・
蒲
生
第

二
小
・
南
中
）
、
１
，
６

０
０
人
を
超
え
る
過
大
規

模
校
に
な
り
ま
す
。
そ
の
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（
仮
称
）
蒲
生
学
園
の

整
備
計
画
は
、
現
在
の
２

校
分
（
蒲
生
小
・
蒲
生
第

二
小
）
の
敷
地
に
３
校
が

た
め
児
童
・
生
徒
１
人
当

た
り
の
校
庭
面
積
は
、
現

在
の
蒲
生
小
・
蒲
生
第
二

小
と
比
較
し
て
お
よ
そ
３

分
の
２
、
南
中
と
比
較
し

て
２
分
の
１
以
下
へ
と
激

減
（
表
参
照
）
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

校
庭
は
、
中
学
生
の
部

活
や
小
学
生
の
遊
び
場
、

学
童
保
育
室
の
児
童
の
保

育
、
少
年
野
球
な
ど
の
地

域
活
動
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
文
部
科
学
省
の
手

引
き
は
、
「
運
動
場
の
面

積
が
狭
く
な
っ
た
場
合
、

教
育
活
動
に
支
障
が
生
じ

る
」
な
ど
、
過
大
規
模
校

の
課
題
に
つ
い
て
指
摘
し

て
い
ま
す
。 

こ
の
校
庭
問
題
に
対
し

て
教
育
長
は
、
「
休
み
時

間
や
放
課
後
の
校
庭
利
用

は
、
ル
ー
ル
作
り
を
お
こ

な
う
。
安
全
面
に
配
慮
し

た
検
討
を
お
こ
な
う
」
と

答
弁
。
し
か
し
計
画
段
階

で
想
定
さ
れ
る
べ
き
課
題

を
「
こ
れ
か
ら
検
討
」
す

る
の
で
は
、
あ
ま
り
に
遅

す
ぎ
ま
す
。 

今
後
の
説
明
会
に
つ
い
て 

丁
寧
な
実
施
を
要
望 

 

「
小
中
一
貫
校
を
考
え

る
市
民
の
会
」
の
要
求
に

よ
り
、
市
教
委
に
よ
る
地

域
説
明
会
が
３
月
、
蒲
生

小
・
蒲
生
第
２
小
・
蒲
生

南
小
の
保
護
者
説
明
会
が

５
月
に
、
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
平
日
の
午
後

４
時
や
５
時
か
ら
の
開
催

で
、
参
加
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
後
の
説

明
会
に
つ
い
て
、
土
日
や

夜
間
の
開
催
を
提
案
し
、

広
く
市
民
の
意
見
を
聞
く

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

学校名 児童数
（人）

校庭面積
1人あたりの
校庭面積

蒲生小 407 6,280 15.43

蒲生第二小 546 8,081 14.80

蒲生南小 558 8,726 15.64

南中 593 13,857 23.37

（仮）蒲生学園 1,686 16,936 10.05

※参考：市内で直近に建てられた学校

城ノ上小 567 9,417 16.61

千間台中 547 19,195 35.09

1人あたりの校庭面積（2021年5月現在）（単位㎡）



 

 

◆
宮
川
ま
さ
ゆ
き
議
員 

１
、
子
ど
も
の
権
利
に
つ

い
て 

 

①
子
ど
も
の
権
利
条
例

制
定
に
つ
い
て 

２
、
新
子
育
て
安
心
プ
ラ

ン
に
つ
い
て 

 

①
待
機
児
童
の
解
消
を

は
か
る
た
め
の
保
育

士
の
確
保
に
つ
い
て 

３
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て 

 

①
報
酬
改
定
、
加
算
の

廃
止
・
変
更
の
影
響

か
ら
、
事
業
者
の
運

営
を
支
え
る
こ
と
に

つ
い
て 

◆
工
藤
し
ゅ
う
じ
議
員 

１
、
（
仮
称
）
緑
の
森
公

園
保
育
所
整
備
に
つ
い

て 

 

①
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
の
結
果
に
つ
い
て 

 

②
市
民
・
保
護
者
へ
の

周

知

と

建

設

ス

ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て 

 

③
市
内
１
９
番
目
の
保

育
所
と
し
て
建
設
す

る
こ
と
に
つ
い
て 

◆
山
田
大
助
議
員 

１
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
拡
充

に
つ
い
て 

 

①
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充

に
つ
い
て 

 

②
事
業
者
支
援
の
拡
充

に
つ
い
て 

２
、
水
害
対
策
に
つ
い
て 

 

①
河
川
の
対
策
に
つ
い

て 

 

②
せ
ん
げ
ん
台
駅
東
口

の
対
策
に
つ
い
て 

歩
道
の
傾
き
の
改
善
を 

 

大
沢
の
Ｎ
さ
ん
か
ら
の

相
談
。
自
宅
前
の
歩
道
が

傾
い
て
い
る
と
の
こ
と
。

自
転
車
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

車
い
す
な
ど
は
、
歩
道
が

通
り
に
く
い
た
め
車
道
に

出
る
ほ
ど
。
道
路
が
高
く

自
宅
前
が
極
端
に
低
い
た

め
、
雨
の
時
は
、
周
辺
の

水
が
す
べ
て
集
ま
っ
て
く

る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

市
に
連
絡
し
て
、
現
地

調
査
を
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は

Ｎ
さ
ん
が
周
辺
の
住
民
に

も
声
を
か
け
、
１
０
人
ほ

ど
が
集
合
。
「
ま
っ
す
ぐ

に
歩
い
て
い
る
つ
も
り
で

も
、
い
つ
の
ま
に
か
家
側

に
寄
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
」
な
ど
、
口
々
に
歩

道
の
傾
斜
で
困
っ
て
い
る

こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。 

 
調
査
の
結
果
、
周
辺
で

唯
一
、
該
当
箇
所
だ
け
が

傾
き
が
ひ
ど
い
こ
と
。
傾

斜
の
基
準
を
超
え
た
傾
き

に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
、
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
市

も
改
善
の
必
要
が
あ
る
と

認
め
ま
し
た
。
今
年
度
中

の
で
き
る
だ
け
早
い
う
ち

に
必
要
な
予
算
を
確
保
し

て
、
対
応
し
た
い
と
の
こ

と
で
す
。 
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改憲許すな 

 6 月 9 日、「憲法を守りくら

しにいかす越谷共同センター」

は蒲生駅で、「改憲許すな」と

宣伝しました。 

お
知
ら
せ 

 

◆
さ
よ
な
ら
原
発
三
金
行
動 

日
時 

６
月
１
８
日
（
金
） 

 
 

 

午
後
６
時
～ 

場
所 

越
谷
駅 

 

◆
消
費
税
廃
止
連
絡
会
宣
伝 

日
時 

６
月
２
４
日
（
木
） 

 
 

 

午
後
５
時
～ 

場
所 

せ
ん
げ
ん
台
駅 

 

◆
映
画
「
時
の
行
路
」
上
映
会 

日
時 

７
月
１
８
日
（
日
） 

 
 

 

①
午
前
１
０
時
３
０
分 

 
 

 

②
午
後
１
時
３
０
分 

 
 

 

③
午
後
４
時
２
０
分 

 
 

 

※
３
回
上
映 

場
所 

中
央
市
民
会
館
劇
場 

核兵器禁止条約参加は 

日本の義務 

 5 月 7 日、大袋駅で、「原水

爆禁止越谷協議会」が、「唯一

の戦争被爆国である日本は核兵

器禁止条約の参加が義務だ」と

訴えました。 

オール埼玉総行動 

小選挙区ごとに集会 

 5 月 30 日、オール埼玉総行

動がおこなわれました。小選挙

区ごとに集会がおこなわれ、3

区は越谷駅、13 区は春日部駅

に、市民と野党の共闘を求める

市民などが密を避けながら参加

しました。3 区では伊藤岳参議

院議員（写真上）、13 区では

赤岸雅治小選挙区予定候補（同

下）が、党躍進と野党共闘の前

進を訴えました。 


